
昔の日本人は自然を良く観察していた

─雪形が面白いと言っておられますが。

文化面でも密接な関係を持つ
雪と日本人の歴史
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雪形「オオハクチョウ」（谷川岳） 北越雪譜（野島出版）

インタビューに同席して頂きました。工学部4年小船井宏剛さん、山家淳史さん

雪形「西洋貴婦人」（長岡市営スキー場）



●インタビューを終えて
全県豪雪地帯の新潟県にと

って雪害は大きな課題であ
る。その対策や研究を誰がし
ているか興味があった。雪氷
学を専門とする和泉先生のイ
ンタビューに同席して、新た
な視点で雪や景色について考
える機会となった。話を聞く
前は、研究所の名称から積雪
地域の雪崩や大雪に対し現地
調査や地形などの計測をして
コンピュータによりシミュレ
ーションをしているかに想像
していた。しかし、和泉先生
の研究は更に幅広く、山の雪
解けや雪崩が描く自然の美し
さ、残雪を見ながら農作業を
進めてきた新潟の文化にまで
及んでいる。
雪崩や積雪による犠牲者の

多い新潟県であるが、一方で
は雪と豊かな自然によって創
り出される美しさも日本一で
あるかのように説明された。
積雪や雪崩といった研究は、
寒冷と危険を伴うものと想像
できる。その一方で和泉先生
の豊かな感性が自然の美しさ
と新潟の雪国文化とを調和さ
せながら授業展開している楽
しさが想像できた。
教員が楽しく話すと聞く方

も引き込まれる。和泉先生の
授業の聴講を勧めたい。
（医学部保健学科　藤野邦夫）

─今後の研究の展望は、どのようにお考え

でしょうか。

雪害は忘れた所にやってくる
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I N T E R V I E W

雪の研究を災害と雪国文化の両面から推進

模型を使った煙型雪崩のシミュレーション実際の煙型雪崩（カナダ）


